
　
北
海
道
支
部
連
合
会
　
会
長
　
唐
神
　
昌
子

新
し
い
北
海
道
の
魅
力
発
信

　
東
北
支
部
連
合
会
　
会
長
　
小
口
　
憲
太
朗

リ
ア
ル
へ
の
回
帰

　
関
東
支
部
連
合
会
　
会
長
　
岡
田
　
浩
一
郎

正
真
正
銘
の
旅
行
復
活
の
年
へ

　
九
州
支
部
連
合
会
　
会
長
　
冨
森
　
信
作

変
化
へ
の
対
応
に
観
光
Ｄ
Ｘ

　
中
部
支
部
連
合
会
　
会
長
　
小
田
　
與
之
彦

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
へ
共
創

　
西
日
本
支
部
連
合
会
　
会
長
　
皆
美
　
佳
那

新
時
代
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
沖
縄
支
部
連
合
会
　
会
長
　
平
良
　
朝
敬

新
た
な

周
年
へ
の
一
歩

支部連合会長メッセージ
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７支部連合会の会長に年度の事業方針を聞いた。
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２
０
２
２
年
度
は
、
沖
縄

県
に
お
い
て
は
復
帰

周

年
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
沖
縄
支
部
連
合
会
に

と
っ
て
も
創
立

周
年
と
節

目
の
年
と
な
っ
た
。
２
０
２

３
年
度
は
、
新
た
な

年
に

向
け
て
の
一
歩
と
な
る
年
で

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

「
沖
縄
観
光
」
の
力
を
取
り

戻
す
１
年
に
な
る
と
確
信
し

て
い
る
。

　
基
本
テ
ー
マ
で
あ
る
、

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
共
創
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に

よ
る
宿
泊
増
売
と
会
員
経
営

基
盤
強
化
」
に
基
づ
き
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
と
共
に
、
宿
泊
増
売
に

向
け
た
取
り
組
み
を
創
り
あ

げ
た
い
。

　
６
月
、９
月
に
は
、Ａ
ユ
ニ

ッ
ト
や
教
育
旅
行
の
若
手
担

当
者
を
対
象
と
し
た
受
け
入

れ
研
修
を
３
本
実
施
。９
月

に
は
、昨
年
よ
り
復
活
し
た

北
海
道
支
部
連
合
会
と
の
交

流
会
に
あ
わ
せ
て
、東
京
で

販
売
個
所
と
の
意
見
交
換
会

に
よ
る
誘
客
活
動
。リ
ア
ル

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
も
活
発
化
さ
せ
る
と
同
時

に
、継
続
し
て
２
次
交
通
課

題
へ
の
取
り
組
み
も
強
化
。

夏
の
販
売
最
大
化
を
目
指

し
、「
や
ん
ば
る
グ
ル
っ
と
観

光
」無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

は
、北
谷
や
恩
納
村
等
運
行

ル
ー
ト
の
拡
大
。ま
た
、カ
ー

シ
ェ
ア
を
活
用
し
た
取
り
組

み
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
沖
縄
支
部
連
合
会
と
し
て

は
、
今
後
の
沖
縄
入
域
者
数

拡
大
の
鍵
を
握
る
、
訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
早
期
回
復

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
部
会
」
の
立
ち

上
げ
や
、
企
業
や
組
織
の
活

動
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

環
境
問
題
へ
の
対
応
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
部
会
」
の

立
ち
上
げ
も
行
う
。
今
年
度

注
目
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

８
月
に
「
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
」
が
開
催
さ
れ
る
。
１
月


日
に
は「
杜
の
賑
い
沖
縄
」

の
開
催
も
決
定
。
課
題
に
向

き
合
い
好
機
を
逃
さ
ず
、
今

年
も
沖
縄
か
ら
目
の
離
せ
な

い
１
年
と
し
た
い
。

　
２
０
２
３
年
度
は
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
ホ
連
活
動
の
四
つ
の
柱

で
あ
る
「
宿
泊
増
売
」
「
地

域
振
興
・
観
光
振
興
」
「
人

財
育
成
」
「
組
織
強
化
」
を

基
に
現
状
課
題
を
相
互
理
解

の
う
え
に
解
決
し
、
共
に
発

展
す
る
１
年
と
し
て
取
り
組

む
。

　
２
０
２
２
年
度
に
準
備
し

て
き
た
協
業
策
を
実
行
ラ
イ

ン
に
乗
せ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
販
の

目
標
達
成
、
新
・
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
形
成
の

完
成
を
目
指
す
１
年
と
す

る
。
ま
た
、
北
海
道
仕
入
販

売
部
の
皆
さ
ま
と
旅
ホ
連
北

海
道
支
部
連
合
会
は
「
新
・

４
つ
の
お
願
い
」を
共
有
し
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
努
め

る
。
特
に

月
稼
働
の
新
客

室
管
理
ツ
ー
ル
を
し
っ
か
り

理
解
し
相
互
発
展
を
目
指

す
。

　
北
海
道
は
、
２
０
２
３
年

度
、
上
期
「
日
本
の
旬
　
北

海
道
」、下
期
「
日
本
の
旬
　

Ａ
Ｔ
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト

ラ
ベ
ル
）
」
を
開
催
す
る
年

度
と
な
り
、
北
海
道
支
部
連

合
会
で
か
ね
て
か
ら
取
り
組

ん
で
い
た
「
着
地
型
商
品
開

発
支
援
事
業
」
で
は
旅
行
目

的
の
多
様
化
に
対
応
し
た
、

よ
り
強
い
地
域
連
携
、
地
域

活
性
化
に
向
け
、
北
海
道
仕

入
販
売
部
・
北
海
道
法
人
事

業
部
と
も
連
携
体
制
を
図
り

つ
な
げ
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
開
発
し
て
き
た

北
海
道
の
新
た
な
価
値
を
広

く
訴
求
し
、
回
復
基
調
に
あ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
加

え
、
新
た
に
Ａ
Ｔ
素
材
に
よ

る
需
要
を
取
り
込
む
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
２
０
２
３
年
～

２
０
２
４
年
度
　
エ
リ
ア
Ｖ

ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
・
基
本
方
針
の

北
海
道
全
領
域
Ｎ
Ｏ
１
～
北

海
道
グ
ロ
ー
カ
ル
宣
言
　
Ｆ

ｒ
ｏ
ｍ
　
北
海
道
　
Ｔ
ｏ
　

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
～

　
①
つ
な
ぐ
＜
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
＞
　
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ

に
つ
な
ぐ
、
北
海
道

　
②
つ
な
げ
る
＜
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
＞
　
人
と
人
を
つ
な
げ

る
、
北
海
道

　
③
つ
な
が
る
＜
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｂ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
＞
　
世
界
と
つ
な
が

る
、
未
来
と
つ
な
が
る
、
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

　
を
共
有
し
し
っ
か
り
連
携

し
て
い
く
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
対
応
、
物

価
上
昇
、
深
刻
な
人
手
不
足

な
ど
、
厳
し
い
環
境
は
続
い

て
い
る
が
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｔ

Ｂ
、
関
係
各
事
業
者
と
協
力

し
合
い
、
新
し
い
北
海
道
の
魅
力
を
全
国
、
世
界
に
発
信

し
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
皆
さ
ま
は
ド
ー
パ
ミ
ン
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
神
経
伝

達
物
質
の
一
つ
で
、
生
物
が

生
き
る
た
め
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
食
べ
物
を

食
べ
て「
あ
あ
お
い
し
い
！
」

と
思
う
と
き
、
Ｓ
Ｅ
Ｘ
し
て

「
あ
あ
気
持
ち
い
い
！
」
と

思
う
と
き
、
脳
内
に
ド
バ
っ

と
出
る
。
こ
れ
が
分
泌
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
た
マ
ウ
ス
は

エ
サ
を
与
え
て
も
食
べ
な

い
。
そ
し
て
餓
死
し
て
し
ま

う
。
ド
ー
パ
ミ
ン
は
快
感
や

欲
望
と
関
係
す
る
物
質
だ

が
、
生
物
は
欲
が
な
く
な
る

と
成
仏
し
て
し
ま
う
の
だ
。

麻
薬
や
覚
醒
剤
を
摂
取
し
た

と
き
も
ド
ー
パ
ミ
ン
が
出

る
。
出
る
速
度
と
量
、
消
え

る
ま
で
の
時
間
を
調
べ
て
、

薬
物
の
習
慣
性
、
危
険
性
の

指
標
と
す
る
。
生
物
は
ド
ー

パ
ミ
ン
を
求
め
て
中
毒
に
な

る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
い
い
ね
」
が

つ
い
て
も
ド
ー
パ
ミ
ン
が
出

る
。
ラ
ン
チ
を
イ
ン
ス
タ
に

上
げ
て「
い
い
ね
」が
付
く
。

さ
ら
に
「
い
い
ね
」
が
欲
し

く
て
値
の
張
る
デ
ィ
ナ
ー
を

上
げ
る
。
い
つ
の
間
に
か
多

重
債
務
者
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　
デ
ジ
タ
ル
の
良
い
と
こ
ろ

は
「
簡
単
・
便
利
・
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
」で
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
簡
単
・
便
利
・
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
」
中
毒

に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
コ
ロ
ナ
の
ど
さ
く
さ
の

中
、
社
会
の
天
秤
は
大
き
く

デ
ジ
タ
ル
に
傾
い
た
。
企
業

が
デ
ジ
タ
ル
を
武
器
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
良
い
。
し

か
し
個
人
が
デ
ジ
タ
ル
生
活

に
ど
っ
ぷ
り
浸
る
と
中
毒
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
天
秤
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
社
会
の
目
を
、

興
味
を
リ
ア
ル
に
集
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と

協
定
施
設
と
旅
ホ
連
で
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
し

提
供
し
、
旅
の
リ
ア
ル
な
魅

力
を
再
認
識
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
社
会
の
健

全
な
発
展
の
た
め
に
、
旅
は

特
効
薬
と
な
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も

５
類
に
移
行
さ
れ
本
当
の
意

味
で
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

の
到
来
を
感
じ
る
。し
か
し

そ
の
一
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
物

価
高
騰
の
影
響
は
リ
ベ
ン
ジ

消
費
が
落
ち
着
い
た
後
の
旅

行
マ
イ
ン
ド
の
低
下
も
予
想

さ
れ
、予
断
を
許
さ
な
い
。訪

日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
環
境
は

整
い
つ
つ
あ
り
、「
２
０
２
５

年
大
阪
・
関
西
万
博
」を
見
据

え
た
対
策
も
急
務
で
あ
る
。

　
２
０
２
３
年
度
西
日
本
支

部
連
合
会
は
委
員
会
の
再
編

を
行
う
。「
ホ
テ
ル
部
会
」を

解
散
し
て「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

委
員
会
」に
衣
替
え
を
し
、

「
宿
泊
増
売
委
員
会
」、「
人
財

・
組
織
強
化
委
員
会
」と
共
に

３
委
員
会
体
制
と
す
る
。ま

た
そ
の
活
動
を
本
部
の
委
員

会
と
連
動
さ
せ
本
部
か
ら
連

合
会
、そ
し
て
支
部
を
一
気

通
貫
に
事
業
を
推
進
す
る
。

　
宿
泊
増
売
委
員
会
で
は


年
度
連
合
会
独
自
で
予
算
を

構
え
て
、
な
ら
で
は
の
価
値

着
地
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
テ
ス

ト
を
実
施
。
各
支
部
よ
り
８

件
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、

う
ち
５
件
を
採
択
。
２
０
２

３
年
度
に
向
け
て
事
業
化
に

取
り
組
み
中
で
あ
る
。
本
年

度
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実

施
支
援
、
着
地
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発
の
た
め
の
先
進
地
事
例

の
視
察
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
、
旅

館
ホ
テ
ル
担
当
者
、
行
政
の

意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
。

　
人
財
・
組
織
強
化
委
員
会

で
は
人
財
確
保
・
人
財
定
着

セ
ミ
ナ
ー
実
施
支
援
、
お
も

て
な
し
検
定
動
画
利
用
促

進
、
旅
連
事
業
と
の
連
携
に

よ
る
勉
強
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
施
等
を
す
る
。

　
そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委

員
会
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

資
す
る
勉
強
会
、
講
演
会
の

継
続
実
施
、
Ｇ
Ｍ
Ｔ
、
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
係
個
所
と

の
連
携
強
化
に
よ
り
外
国
人

旅
行
者
が
望
む
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

商
談
の
実
施
等
を
す
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
３
委
員
会

を
中
心
に
連
合
会
の
活
動
が

よ
り
活
発
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

　
中
部
支
部
連
合
会
２
０
２

２
年
度
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
一
進
一
退
を
繰
り
返
す

中
「
次
な
る
備
え
」
を
中
心

に
進
め
て
き
た
。
特
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は

年

度
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
接
点
を

構
築
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ

を
活
用
し
た
取
り
組
み
と
し

て
域
内
で
同
様
に
組
織
活
動

し
て
い
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
圏
誘

致
協
議
会
と
の
合
同
事
業
と

し
て
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て

取
り
組
み
、
本
年
３
月
に
ア

ジ
ア
圏
４
カ
国
の
在
外
個
所

メ
ン
バ
ー
に
話
題
の
ジ
ブ
リ

パ
ー
ク
を
含
め
中
部
内
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
４
泊
の
行
程

で
視
察
、
名
古
屋
入
り
の
際

は
役
員
や
委
員
と
の
交
流
懇

親
会
も
開
催
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
本
部
総
会
で
紹
介
さ

れ
た
Ｍ
ａ
ａ
ｓ
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
取
り
組
ん
で
い
る

甲
府
と
日
光
の
視
察
を
委
員

会
と
セ
ミ
ナ
ー
で
出
向
き
、

今
後
の
地
域
活
動
の
参
考
と

し
た
い
。

　
今
年
に
入
り
、
規
制
緩
和

と
コ
ロ
ナ
禍
脱
出
の
見
通
し

が
立
っ
た
の
で
、

年
度
の

事
業
計
画
と
裏
打
ち
す
る
予

算
は
、
よ
り
積
極
的
な
内
容

と
し
て
準
備
し
て
い
る
。
特

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
期
待
は

高
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
新
組
織
と
の

連
携
等
で
「
共
創
」
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ
ら
含
め
、
前

述
の
「
次
な
る
備
え
」
を
今

年
度
は
大
い
に
発
揮
し
、
多

く
の
会
員
に
実
感
い
た
だ
け

る
活
動
を
目
指
し
た
い
。

　
一
方
で
、
旅
ホ
連
加
盟
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
宿
泊
増
売
以

外
に
も
多
々
あ
り
、
そ
の
浸

透
も
同
時
に
進
め
、
組
織
の

維
持
拡
大
に
も
努
め
た
い
。

特
に
共
済
や
教
育
研
修
の
充

実
は
「
旅
ホ
連
な
ら
で
は
」

の
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
り
、
宿

泊
増
売
だ
け
に
傾
注
す
る
こ

と
な
く
、
「
お
も
て
な
し
検

定
」
１
級
合
格
者
を

年
度

２
名
輩
出
し
た
中
部
と
し

て
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
や
活
用

促
進
を
活
動
に
織
り
交
ぜ
て

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
が
明
け
、
い

よ
い
よ
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

症
分
類
が
２
類
か
ら
５
類
へ

と
切
り
替
わ
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
観
光
業
界
に
と

っ
て
、
暗
く
長
か
っ
た
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
、
明
る
い
未
来

を
迎
え
る
た
め
の
待
ち
に
待

っ
た
転
換
で
あ
る
。
暦
年
に

お
い
て
は
２
０
２
３
年
に
入

り
既
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復

活
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
推
計
で
は
３
月

ま
で
の
合
計
で
既
に
昨
年
１

年
間
の
入
国
者
数
３
８
３
万

人
を
凌
駕

り
ょ
う
が

し
た
と
い
う
。
ま

た
、
今
年
の
Ｇ
Ｗ
の
人
出
は

過
去
最
高
だ
っ
た
２
０
１
９

年
度
を
超
え
た
と
い
う
予
測

も
さ
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｗ
期
間

が
全
国
旅
行
支
援
の
対
象
外

で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
合
わ

せ
れ
ば
、
い
よ
い
よ
本
当
の

旅
行
復
活
の
機
運
が
熟
し
た

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
あ
と
は
こ
れ
ま
で
動
き
の

鈍
か
っ
た
団
体
が
動
き
だ
す

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ

り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
旅

ホ
連
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
手
を
携
え

て
実
の
あ
る
販
売
促
進
を
実

施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
今
年
度
の
下
期
は
「
日
本

の
旬
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
始
ま
る
。
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
目
的
志
向
と
な
っ
た
お

客
さ
ま
を
誘
客
す
る
た
め
の

大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

り
、
１
都
８
県
か
ら
な
る
関

東
支
部
連
合
会
域
内
に
お
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

持
つ
魅
力
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
要
素
・
文
化
・
自
然
を

掛
け
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ

ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
「
新
・
４

つ
の
お
願
い
」
の
実
行
に
よ

る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
協
業
深
化
に

よ
り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
券
販

売
額
目
標
の
達
成
と
わ
れ
わ

れ
旅
ホ
連
会
員
の
単
価
ア
ッ

プ
と
宿
泊
増
売
で
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ

―
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
を
今
年
度
の
目
標

と
し
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
２
種

か
ら
５
種
へ
、
そ
し
て
、
材

料
費
高
騰
や
燃
料
費
高
騰
、

さ
ら
に
は
人
手
不
足
、
人
財

不
足
と
高
ま
る
賃
金
上
昇
圧

力
。
ま
さ
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
は
、
変

化
の
嵐
と
い
っ
た
状
況
で

「
変
化
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う

が
、
変
化
し
な
け
れ
ば
、
も

っ
と
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴

う
」
と
い
う
言
葉
が
頭
を
よ

ぎ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

環
境
に
配
慮
し
た
Ｇ
Ｘ
、
応

用
範
囲
の
広
が
っ
た
Ａ
Ｉ
技

術
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど

が
加
わ
り
変
化
の
ス
ピ
ー
ド

を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
九
州
支
部
連
合
会
は
、
こ

れ
ら
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
観
光
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
み
、

会
員
の
足
元
と
未
来
を
照
ら

し
、
九
州
域
内
の
宿
泊
増
売

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
施
策
に
よ
り
会
員
の
１

年
間
を
照
ら
す
と
と
も
に
道

し
る
べ
と
な
る
べ
く
活
動
し

て
い
く
。

　
ち
な
み
に
、
観
光
Ｄ
Ｘ
で

取
り
組
む
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｂ
Ó
Ｋ

Ｕ
Ｎ
、
Ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｚ
ｎ
ａ
　

Ｉ
ｎ
―
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

デ
ー
タ
コ
ネ
ク
ト
Ｈ
Ｕ
Ｂ
な

ど
は
、
生
産
性
の
向
上
と
宿

泊
増
売
の
両
面
を
持
っ
て
お

り
重
点
的
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
九
州
域
内
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
個
人
、
法
人
に
分
け
た

取
り
組
み
で
今
年
度
の
宿
泊

増
売
を
図
る
。

　
そ
の
他
、
人
手
不
足
・
人

財
不
足
対
策
の
た
め
、
各
種

検
定
や
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
や
旅

連
事
業
の
外
国
人
マ
ッ
チ
ン

グ
、
さ
ら
に
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
デ

ー
タ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
障
害

者
雇
用
な
ど
積
極
的
に
紹
介

し
て
い
く
。

　
変
化
を
乗
り
切
る
道
具

は
、
あ
る
程
度
そ
ろ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
道
具
を

理
解
し
う
ま
く
使
い
こ
な
す

こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
未
来

に
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
た

い
。


